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考
古
学
と
聞
い
て
何
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
世
紀
の
新
発
見
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
太
古
の
人
び
と
の
暮
ら
し
の
解
明
、
イ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

の
よ
う
な
探
検
や
冒
険
を
思
い
描
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
、
考
古
学
に
付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
反

映
し
た
も
の
で
す
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
考
古
学
の
イ
メ
ー
ジ
が

生
み
だ
さ
れ
定
着
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
記
事
や
放
映
の
カ
メ
ラ
ア
イ
は
発
見
の
場
や
時
を
選
ぶ
の
で
、

そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
地
味
で
、
は
る
か
に
長
い
時
間
を
費
や
す
作
業
の
こ
と
は
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
考
古
学
研
究
者
が
も
っ
と
も
違
和
感
を
覚
え
る
瞬
間

で
し
ょ
う
。
な
ぜ
か
。
人
類
の
無
限
に
多
様
な
生
活
痕
跡
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
は
あ
こ
が

れ
や
冒
険
や
夢
を
か
き
た
て
る
何
か
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
考
古
学
者
の
日
々
の
作
業
に

は
ロ
マ
ン
の
入
り
込
む
余
地
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
に
し
え
の
異
国
へ
時
空
を
超
え
て
…
…
い
い

な
ぁ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
考
古
学
の
作
業
は
空
中
に
遊
ぶ
よ
う
な
華
や
か
な
感
じ
で
す
が
、
実
際
は
ま

る
で
反
対
で
、
考
古
学
は
扱
う
資
料
の
時
間
（
編
年
）
と
場
所
（
分
布
）
に
が
ん
じ
が
ら
め
で
す
。
発
掘
ま

で
の
手
続
き
や
調
査
の
段
取
り
が
複
雑
で
泥
臭
く
、
発
掘
し
た
後
も
発
掘
調
査
報
告
書　＊
刊
行
ま
で
は
長
い
時

間
の
ト
ン
ネ
ル
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
よ
う
な
手
間
の
か
か
る
仕
事
で
す
。

「
い
い
わ
ね
、
あ
な
た
は
、
趣
味
が
職
業
で
…
…
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
も
う
狼
狽
の
境
地
で
す
。
考
古
学

も
、
独
自
の
目
的
と
対
象
と
方
法
に
支
え
ら
れ
て
仕
事
を
す
る
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
考
古
学
は
現
在
、
動
物
考
古
学
、
植
物
考
古
学
、
民
族
誌
考
古
学
、
地
考
古
学
（
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ

ロ
ジ
ー
）、
遺
伝
子
考
古
学
、
認
知
考
古
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
考
古
学
、
骨
考
古
学
な
ど
、「
○
○
考
古
学
」
の

分
野
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
考
古
学
の
方
法
が
多
様
化
し
、
関
連
分
野
と
の
連
携
研
究
が
深
ま
っ
て
、
こ

う
し
た
新
し
い
分
野
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
多
様
な
展
開
が
始
ま
る
前
の
一
九
五
六
年
に
、
著
名
な
考
古
学
者
Ｖ
・
Ｇ
・ 

チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
考
古
学

の
方
法
に
つ
い
て
書
い
た
本　＊
の
序
文
で
「
考
古
学
は
一
つ
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
も
「
そ
の

通
り
だ
」
と
い
う
立
場
も
あ
れ
ば
、「
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
言
え
な
い
」
と
す
る
立
場
も
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
を
知
る
手
段
と
し
て
の
考
古
学
は
、
年
代
測
定
の
方
法
の
進
歩
や
他
分
野
と
の
協
同
に
よ
っ
て
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
中
心
と
な
る
考
古
学
の
方
法
的
な
核
は
堅
固
に
あ
る
と
見
る
立
場
で
す
。
一
言

で
い
え
ば
、
遺
物
の
形
と
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
編
年
と
分
布
、
発
見
さ
れ
る
地
層
と
遺
物
の
関
係
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
一
九
世
紀
中
ご
ろ
に
確
立
し
た
方
法
は
、
時
の
経
過
に
も
風
化
せ
ず
中
心
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
社
会
か
ら
遮
断
さ
れ
て
天
か
ら
舞
い
降
り
る
よ
う
な
考
古
学
研
究
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
本
書
で
は
、

現
代
社
会
の
中
の
考
古
学
と
は
何
か
を
意
識
し
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
発
掘
調
査
報
告
書

　

遺
跡
は
国
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
の
で
、
調
査
結
果
は
可
能

な
か
ぎ
り
正
確
に
記
録
し
て
残

す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

＊
Ｖ
・
Ｇ
・ 

チ
ャ
イ
ル
ド
『
考

古
学
の
方
法
』

　

発
掘
の
方
法
を
記
し
た
も
の

で
は
な
く
、
考
古
学
の
用
語
、

依
拠
す
る
方
法
の
前
提
、
作
業

の
土
台
と
な
る
根
本
原
理
を
説

明
し
た
優
れ
た
著
作
。

01

考
古
学
・
考
古
学
者
と
は



現在、考古学にはさまざま
な分野がある。遺跡で発

掘された考古資料について、
通常の考古学分析だけでな
く、試料の自然科学的分析
が多様な分野でおこなわれ
ている。新たな分野への方
法上の開拓や知識が話題に
なるが、そうしたさまざまな
分析の結果を総合して、歴
史的に考察する独自の考古
学的思考が重要である。

ボーリング調査で採取
した地下の土層から過
去の気候や植生など古
環境を調べる。

土器底の痕跡をとり縄文時代の編
み物やその植物を調べる。

生物学的な性差による分業や、
性と象徴に関する文化現象を、
現代の価値基準から固定的に
とらえるのではなく、文化的
多様性の視点から物的証拠に
もとづいて史的に研究する。

過去の人類の推理・思考の
深化や文化変化における認
知的要因を物的証拠にもと
づいて探る。

他のものが混ざらない
クリーンな環境で骨か
らDNA分析するため
の試料を採取する。

環境考古学

遺伝子考古学

現在の編み物づくりから過去の
編み物を考究する。

民族誌考古学

過去の環境変化
気候・植生の変遷に動物化石と遺跡の変遷を入れると、人類活動の痕跡と自然環境の時間的対応関係がわかる。
環境変化と人類活動の相関を明らかにするにはさらに説明が必要だ。それが因果関係を反映しているか否かを
知るには、さらに突っ込んだ具体的研究が必要である。

考古学では「シリョウ」とよく言うが、シリョウ
にもいろいろある。3種のシリョウの使い分けに
注意しよう。
　①��「資料」material＝考古学では包括的にこれ

を使うことが多い。
　②�「試料」sample＝おもに自然科学的な分析

用に対象物を採取するさいに使う。
　③�「史料」written document, written record

＝文字として記された記録に使う。

memo.

ジェンダー考古学 認知考古学

さまざまな考古学があるが、考古学の核は遺構・遺物を見る人間の目だ。
里浜貝塚で何層にも積み重なった貝層を分別していく。

（宮城県・里浜貝塚、白い紙片は層名を記してある）

里浜断面調査

地考古学
Geoarchaeologyの訳。地球科学の手法と概
念を適用して考古学的調査研究をおこなう。
野外調査ではとくに層序学、遺跡形成過程、
景観復元が重要な領域であり、伝統的な考
古学データの解釈を深めることができる。

さまざまな考古学

01さまざまな考古学
動物考古学

植物考古学

ジェンダー
考古学

民族誌考古学

実験考古学

地考古学

環境考古学

遺伝子考古学

認知考古学

実験考古学
発掘調査でわかった
当時の動植物を、復
元した土器で煮る。
つまり、実験考古学
は当時の社会関係
を捨象した近似の追
証である。

植物考古学
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遺
跡
の
発
掘
件
数
と
日
本
の
経
済
活
動
の
間
に
は
明
確
な
因
果
関
係
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
復
興
期
、
高

度
経
済
成
長
期
、
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊
の
時
期
な
ど
、
経
済
動
向
と
考
古
学
の
遺
跡
発
掘
件
数
の
変
遷

は
そ
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
発
掘
を
便
宜
的
に
二
つ
に
分
け
る
と
、
第
一
は
大
学
、
博
物
館
、
研
究
所
な
ど
の
機
関
に
よ
る
課
題
解
明

の
研
究
目
的
に
沿
っ
た
学
術
発
掘
、
第
二
は
ビ
ル
を
建
て
た
り
道
路
を
つ
く
る
な
ど
の
開
発
行
為
に
と
も

な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
緊
急
発
掘
（
行
政
目
的
の
事
前
発
掘
調
査
）
が
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
違
い
は
調
査
規
模
、
予
算
、
調
査
期
間
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
学
術
発
掘
は
、
小
規
模
・
継
続
的
で

予
算
も
少
な
く
、
一
回
の
調
査
期
間
も
短
い
の
が
普
通
で
、
年
間
調
査
件
数
も
三
〇
〇
～
四
〇
〇
件
の
間
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
緊
急
発
掘
は
調
査
の
規
模
と
予
算
の
桁
が
違
い
ま
す
。
年
間
調
査
件
数
も
二
〇

一
九
年
の
統
計
で
は
九
一
四
六
件
で
、
全
体
の
約
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
保
存
の
努
力
と
関
係
各
機
関
と
の
調
整
の
結
果
、
や
む
を
得
ず
実
施
す
る
事
前
の
緊
急
発
掘
で
も
、
調
査

に
要
請
さ
れ
る
内
容
は
学
術
調
査
と
同
じ
で
あ
り
、
本
来
、
発
掘
の
内
容
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

多
く
の
場
合
、
遺
跡
地
は
ビ
ル
や
道
路
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
記
録
保
存
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
遺
跡
は
残
ら
ず
発
掘
調
査
報
告
書
だ
け
が
残
り
ま
す
。

　
遺
物
・
遺
構
の
新
発
見
は
、
緊
急
発
掘
の
成
果
に
よ
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
現
実
で
す
が
、
日
本

の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地　＊
）
は
公
称
四
六
万
カ
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
の
保
護
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
遺
跡
の
発
掘
件
数
を
示
し
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
遺
跡
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
ど
う
し
て
わ
か
る

の
か
、
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
答
え
は
、
も
っ
と
も
基
本
的
で
地
味
な
分
布
調
査
の
成

果
に
よ
る
も
の
で
す
。
都
道
府
県
、
市
町
村
の
文
化
財
担
当
部
局
（
多
く
は
教
育
委
員
会
）
の
責
任
に
お
い

て
、
担
当
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
在
野
の
研
究
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
全
国
く
ま
な
く
定
期
的
に
遺
物
・
遺

跡
の
分
布
調
査
を
実
施
し
、
自
治
体
の
遺
跡
台
帳　＊
へ
の
登
録
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
面
採
集
し
た
遺
物

の
時
代
を
判
定
し
、
台
帳
に
登
録
す
る
、
い
わ
ば
目
と
手
と
足
で
確
認
す
る
分
布
調
査
の
情
報
が
基
本
で
す
。

遺
跡
台
帳
は
通
覧
で
き
る
の
で
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
遺
跡
地
を
避
け
る
努
力
と
調
整
も
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
調
査
件
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
新
し
い
発
見
の
機
会
が
大
き
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
適
切
な
保
護
政
策
と
一
体
に
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
遺
跡
消
滅
の
危
機
は
増

大
し
ま
す
。
遺
跡
の
事
前
発
掘
は
、
こ
う
し
て
現
代
の
経
済
開
発
の
現
実
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ス

と
危
機
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

02

な
ぜ
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か

＊
遺
跡
台
帳
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。



さまざまな開発にとも
なう大規模な行政発

掘で新たな遺跡が姿をあ
らわし、予想もつかな
かった発見があり、マス
コミがこれをとり上げる
と、「これが考古学だ」と
思われるだろう。それは
現実の考古学の一つの姿
であるが、調査の記録が
残ったとしても大多数の
遺跡は破壊され消滅して
いく。
　その一方で、小規模で
目立たない地道な学術研
究調査が日本では年間
300から400件前後おこな
われている。そこに考古
学の調査の原点がある。
内発的な問題意識と課題
の設定、発掘調査の立案
と実践、分析と報告によ
る調査成果のアウトプッ
ト。その自己点検・評価
を踏まえ、さらに調査の
戦略を練って発掘を実施
するというサイクルであ
る。
　大規模な緊急の行政調
査でも、研究機関による
小規模な調査でも、共に
科学的、学術的でなけれ
ばならない点は同じだ。

約1万年前の中石器時
代初頭の遺跡を高地
（海抜1869m）で精査
する。

海抜1400m。旧石器時
代から縄文時代中期まで
断続的に利用された。黒
曜石原産地の近くがどう
利用されたのかを詳細に
探査する端緒となった小
発掘。

広原第1遺跡
（長野県中部山岳地帯）

ウラーフェルゼン遺跡
（オーストリア北チロル）

02学術発掘と緊急発掘 件数
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日本における
発掘調査件数の推移

海抜2147mの山岳地帯の
巨岩の上に薄く堆積した
中石器時代後半（約6500
年前）の地層を掘る。テ
ントが遺跡の範囲。おそ
らく世界で最小規模の調
査面積だろう。

フランツ・ゼンヒュッテ
第1遺跡

（オーストリア北チロル）

©Dieter Schäfer

三内丸山遺跡（青森県）の大規模な発掘調査
当初、野球場建設にともなう行政調査だったため、調査区域が
球場の形をしている。




